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2026年

7月

☆お知らせ☆

・2026年8月度アリオ個展
・譲原さん、稲本さん

（7月例会にデータ提出）

⑤中谷 鯉も必死やで

f/4 1/2000 146 100

5月度撮影会入選作品
和歌山県九度山町

① 譲原 はつらつと進む

f/8 1/250 73 400

①

比留井

炎が示すまま
（真田庵）

f/5.6

1/320

150

200

④阪本 目を閉じて

f/8 1/640 160 400

③ 古賀 鏡の中の行進

f/4.5 1/1000 70 100

⑤稲本 勝利目指して

f/9 1/250 66 160

✿私の写真に関する履歴書✿(NO2)

写真を始めたきっかけ 岩室典雄

小生が写真について本格的に取り組み

始めましたのは平成８年（1996年）です。そ

のきっかけとなりました出来事が二つありま

した。その一つは、初孫が誕生した事で、

二つ目の出来事は一つ目と時を同じくし

て 当時の高校OB会に同好会の一つとし

て「写真部」が新たに設立された事です。

初孫の誕生については、自分の子供の

誕生の時とは何か異にした感情があり、孫

の顔の表情や仕草とかのその可愛いらし

さをカメラに収めたくなりまして一眼レフカ

メラを購入したいと思っていました。その

矢先の事に高校OB会に写真部が誕生し

たのですが、その責任者に、たまたま、小

生が祭り上げられてしまったので写真部へ

の入部が余儀なくされました。（高校在校

時代の部活動がカメラ部との記録が残っ

ていたためです。ただ、本人としてのカメ

ラ部での記憶は撮影会等の撮影の経験

よりも、科学部の延長線上の様な写真の

現像液や定着液を一から手作りにて仕上

げて、その現像液や定着液により焼き付

けを行っていた経験の方の記憶が大きく

残っていましたし、卒業後は写真とは縁遠

いものとなっていましたので責任者に祭り

上げられたこの事は晴天の霹靂の感でし

た）

この二つの出来事により、あわてて一眼

レフカメラを購入するとともに写真の本格

的な基礎から学ぶべくNHK学園の通信教

育を受講し始めました。

写真と言うものについて元々興味はあり

ましたが、前段でも述べました様に高校時

代にはカメラ部に在籍していたと言うもの

の作品作りとは程遠いものでしたのでそれ

以上の進展はなく、また、高校卒業後は

旅行時の集合写真や子供達の誕生日と

か入学・卒業とかのお祝い時の記念写真

等をコンパクトカメラで撮る程度でしたが、

この本格的な写真の勉強を進めて行くに

つれてその面白さが徐々に分かってきま

した。

孫はうってつけの良い被写体であり、日

に日に成長していく姿を撮るのは楽しみで

した。「孫は、目に入れても痛くない」と言

われる程ですが、この言葉は真に的を射

た表現であると大いに実感しながら撮り続

けた次第です。

孫の誕生から撮り続けて１年が経過し、

孫が歩きはじめた頃の姿を撮った写真

（作品）が、我が写真人生に於いて初めて

のフォトコンテストの入賞作品となったの

です。写真を始めたきっかけが孫の愛しさ

をカメラに収めたかった事でしたので、そ

の喜こばしさはひとしおであり、誕生から撮

り続けてきた甲斐があったものと感じてい

ます。

なお、その写真（作品）は、パネルにして

部屋に飾っていますが、今ではその写真

も色があせてしまっています。

＜注：上記写真＞ ※2面につづく

※

それ以来、今年で、３０年となりますが、初

めて入部した高校

では入部希望者も少なくなって必然的に

消滅しています。しかしながら、小生個人

としては、現在、複数の写真クラブに所属

して趣味の写真を大いに勤しんでいる次

第です。

わり、今では孫も３人となりまして、年内に

は曾孫が２人も誕生する（８月と１１月）
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5月度テーマ入選作品

①杉本 光の帰り道 堺市旧堺燈台

f/16 1/125 24 200

②中川 夕暮れ時 堺市旧堺燈台

f/22 1/500 30.5 100
③ 古賀 あがき 堺市みなと堺グリーンひろば

f/3.8 1/1600 22 50

5月度自由入選作品

絞り・ｼｬｯﾀｰｽﾋﾟｰﾄﾞ（秒）・焦点距離mm・ISO

③中谷 ばら園の小さな家族 堺市浜寺公園

f/5.6 1/1000 100 1600

⑤鈴木 天王寺行９８歳 堺市綾ノ町付近

f/2 1/2500 150 100

⑥ 冠木 わが家へ 堺市遠里小野町

f/10 1/320 90 500

②阪本 藤の滝 山口県仁保

f/6.3 10 24 100

③岩室 くらべ馬 疾走 京都市上賀茂神社

f/20 1/25 50 100

⑤稲本 未知との遭遇 泉佐野市関空

f/8 1/250 18 3200

①杉本 棚田の幻光 新潟県星峠

f/20 1/13 70 100

⑦山内 星を植える 和歌山県大斎原

f/2.8 10 14 12800

⑥ 比留井 Greate Landing 山口県岩国基地

f/5.6 1/250 80 200

③辻 ミステリアス 堺市日置荘北町

f/3.5 1/100 90 200

です。写真を始めたきっかけが孫の愛しさ

の喜こばしさはひとしおであり、誕生から撮

なお、その写真（作品）は、パネルにして

※１面より

それ以来、今年で、３０年となりますが、初

めて入部した高校OB会の「写真部」も、今

では入部希望者も少なくなって必然的に

消滅しています。しかしながら、小生個人

としては、現在、複数の写真クラブに所属

して趣味の写真を大いに勤しんでいる次

第です。

一方、小生自身の家庭環境も大きく変

わり、今では孫も３人となりまして、年内に

は曾孫が２人も誕生する（８月と１１月）

予定です。孫に比べてその可愛らしさは、

はたして如何に・・・？？ と思う今日この

頃です。 人物写真好きの小生にとっては、

最近の写真の肖像権問題で、撮りづらい

現状ですが、身内ではその限りではない

ため気兼ねなく撮る事が出来ます。曾孫

の誕生を、尚更、楽しみにしています。誕

生後は、多分、初孫の時と同様に撮りま

くっている事でしょう。


